
ＡＯＭＯＲＩ多文化共生推進事業

【事業内容】 【事業成果】

県内の学校で、多文
化共生における現状
や課題に対する理解
が促進される。

現状
・日本語指導が必要な児童生徒

数は増加しており、県内に散
在している。

課題

各関係機関と連携し、外国人児童生徒等に対する支援体制を充実させることにより、散在地域である本
県において、外国人児童生徒等が自立できる力を育成するとともに、多文化共生社会の実現に向けた外
国人児童生徒等の教育の充実を図る。

【散在地域における指導・支援体制の整備】
■ひろだい多文化リソースルームと連携し、

学校への支援員等の派遣
○母語支援員
○日本語支援員
○多文化スーパーバイザー

■日本語指導が必要な児童生徒担当教員等連
絡協議会の開催

■外国につながる児童生徒と保護者のための
高校進学ガイダンスの実施

■学校への音声翻訳機の貸し出し

教育庁学校教育課

多文化共生社会の実現に向けた長期的計画

H28 47名 H30 53名 R3 61名

・「特別の教育課程」を編成し、
日本語指導を行う学校に教員
を配置 R04 小６校 中２校

・県内大学等と連携し、「日本
語指導が必要な児童生徒担当
教員等連絡協議会」を開催

・日本語教員が配置されておら
ず、専門的な指導が行われて
いない。

・県国際交流協会と青森大学が
育成した日本語指導サポ－
ターの活用を図る必要がある。

・ひろだい多文化リソースルー
ムと連携し、持続可能な学校
支援体制を整備する必要があ
る。

【教員等の指導力向上】
■「日本語指導者養成研修」へ教員等を派遣

◇文部科学省補助事業「帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事
業」を活用                   

外国につながりのあ
る方々から「選ばれ
るAOMORI」の実
現へとつながる。

外国につながる児童
生徒のキャリア支援
の充実が図られる。

日本語指導が必要な
児童生徒が専門的な
指導やアドバイスを
受けることにより、
日本語能力が向上す
るとともに、安心し
て充実した学校生活
を送ることができる。

県内において日本語
指導に当たる教員等
のネットワークが広
がる。
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